
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

下野市家庭教育支援チーム 

 （呼称：  ひばり       ） 

 

②活動拠点 石橋公民館 

③活動範囲 下野市内全域 

④組織体制 

   ８   人 

民生委員児童委員１人、元保育士１人、社会教育指導員１人、 

青少年育成市民会議役員２名、PTA 役員１名 等 

⑤活動開始年度   平成２６  年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

下野市教育委員会事務局 生涯学習文化課 

（TEL）0285-32-8919  

（E-mail）ｓｙｏｕｇａｉｇａｋｕｓｈｕｕｂｕｎｋａ＠ｃｉｔｙ.ｓｈiｍｏｔｓｕｋｅ.ｌｇ.ｊｐ 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 □高校生以上    の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

＜県親学習プログラムの活用事例＞ 

■石橋公民館主催、家庭教育講座「ママナビカフェ」において乳幼児の母親

を対象にした講座の企画、運営を公民館と協働で実施。 

■上記、石橋公民館主催、家庭教育講座「ママナビカフェ」を近隣幼稚園に

出張講座を実施。講座内容と運営を、石橋公民館職員、実施幼稚園と３者

協働で実施。 

■吉田西小学校及び石橋北小学校において、ＰＴＡを対象に家庭教育学級

を実施。内容構成、ファシリテーターを団体単独で実施。 

■石橋公民館及び南河内東公民館講座「ママナビ～小学校ってどんなと

こ？～」において、就学前の子をもつ保護者を対象にした講座を公民館・学

校・学童と協働で実施。 

＜地域課題解決型プログラムの活用事例＞ 

■地域課題解決型プログラム モデル事業の実施 

■下都賀教育事務所主催、下都賀地区ふれあいネットワーク研修会にて実

施。 

■下野市子ども会育成会連絡協議会総会において、育成会役員や指導者

を対象に実施。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

参加者同士のグループワークをメインとした講座を実施しており、参加者か

らは「同年代の子をもつ保護者と話ができ、不安が軽減した」「子育てに前

向きになれた」という意見をいただいている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

☑特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


